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平成２３年１１月２４日 

フコクしんらい生命保険株式会社 

 
平成２３年度第２四半期（上半期）報告のお知らせ 

 

フコクしんらい生命保険株式会社（本社：東京都港区白金台３-２-１０、社長：大嶋 邦男）の 

平成２３年度第２四半期（上半期）の業績をお知らせします。 

※資料中、「第２四半期（上半期）」は「４月１日～９月３０日」を表しております。 

 

 

１．業績の状況＜個人保険分野（個人保険と個人年金保険の合計）＞ 

[契約高（保険金ベースの指標）] 

平成２２年度第２四半期（上半期）において新契約が大幅に増加したことの反動により、新

契約高は前年同期比５５.２％の２,１８２億円となりましたが、解約･失効率が低水準である

ことなどを要因として、保有契約高は前年度末比１１０.７％の１兆８,４１７億円と堅調に増

加しました。 

[年換算保険料（保険料ベースの指標）] 

新契約年換算保険料は前年同期比４７.３％の１５８億円、保有契約年換算保険料は前年度

末比１１４.８％の１,１４２億円となりました。 

 

２．損益の状況 

保険本業の期間収益を示す基礎利益は前年同期比１３３.１％の１６億円となり、経常利益は

前年同期比１７９.８％の２１億円を確保しました。また、中間純利益は前年同期比１８０.１％

の１１億円となりました。 

 

３．ソルベンシー・マージン比率 

保険金等の支払能力の状況を示すソルベンシー・マージン比率は、９１７.７％と引き続き

十分な水準を維持しています。なお、平成２３年度末から適用開始となる新基準のソルベン

シー・マージン比率では６２０.５％となりました。 

 

 

 

 

≪当社の格付≫ 保険金支払能力格付：Ａ＋ ［日本格付研究所(JCR) 平成 23 年 11 月 1 日現在］ 

主要業績の概況
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１．主要業績

（１）保有契約高、新契約高及び解約・失効契約高

①保有契約高

（単位：千件、億円、％）

前年度末比 前年度末比

個 人 保 険 95  111.6  6,945  103.4  

個 人 年 金 保 険 236  204.7  9,691  213.9  

332  165.0  16,637  147.9  

-　 -　 4,423  102.3  

（注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の

責任準備金を合計したものです。

②新契約高
（単位：千件、億円、％）

金　額

前年同期比 前年同期比

個 人 保 険 6  156.3  389  135.4  

個 人 年 金 保 険 76  300.1  3,565  351.6  

82  281.1  3,955  303.8  

-　 -　 30  195.4  

金　額

前年同期比 前年同期比

個 人 保 険 20  344.5  934  239.7  

個 人 年 金 保 険 34  45.3  1,248  35.0  

55  67.2  2,182  55.2  

-　 -　 106  345.6  

（注）１．件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。

２．新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

③解約・失効契約高（個人保険＋個人年金保険）
（単位：億円、％）

前年同期比

91.1  

 △  1.33   

（注）１．失効後復活契約を失効と相殺せずに算出しています。
２．解約・失効率の前年同期比には増減ポイントを記載しています。

-　

383  

269  

7,559  

10,857  

18,417  

113  

4,508  

389  

3,565  

3,955  

30  

新契約＋転換による純増加

新契約＋転換による純増加

金　額

118.4  108.8  

112.0  

351.6  

303.8  

195.4  

110.7  

区　　分

前年度末比 前年度末比

件　数

平成２２年度末

金　額

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

件　数

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

個人保険＋個人年金保険

解 約 ・ 失 効 率

区　　分

解 約 ・ 失 効 契 約 高

団 体 保 険

平成２３年度
第２四半期（上半期）

個人保険＋個人年金保険

団 体 保 険

332  

2.96  

113.8  

115.2  

-　

前年同期比

239.7  

35.0  

55.2  

新契約

平成２２年度
第２四半期（上半期）

345.6  

934  

1,248  

2,182  

106  

新契約

金　額

前年同期比

135.4  

前年同期比

93.0  

 △  1.10  

平成２３年度
第２四半期（上半期）

309  

1.86  

101.9  

前年同期比

-　

-　

-　

-　

転換による純増加

金　額

-　

-　

-　

-　

平成２２年度
第２四半期（上半期）

-　 -　

-　 -　

件　数

件　数

-　 -　

金　額

転換による純増加

金　額

前年同期比

-　 -　
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（２）年換算保険料

①保有契約

（単位：百万円、％）

前年度末比

13,566  123.0  

85,993  220.0  

99,560  198.7  

うち医療保障・生前給付保障等 1,717  95.7  

②新契約

（単位：百万円、％）

前年同期比

1,253  199.2  

32,199  355.0  

33,452  344.9  

うち医療保障・生前給付保障等 30  62.0  

（注） １．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの
　　保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。
２．「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障
　　給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患、
　　介護等を事由とするものを含む）等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。

（３）主要収支項目

（単位：百万円、％）

前年同期比

351,562  337.9   

5,323  232.5   

6,208  146.3   

41  30.7   

1,199  218.5   

629  329.0   

（４）総資産

（単位：百万円、％）

前年度末比

1,012,396  206.1  

11   

2,156   

383.4  

平成２３年度
第２四半期（上半期）

前年同期比

53.2   

個 人 保 険

平成２２年度末

1,134   

170.1   

172.7   

27.2   

179.8   

180.1   

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

10,722   

96,798  112.6  

合 計

平成２３年度
第２四半期（上半期）

1,735  

114,249  

平成２２年度
第２四半期（上半期）区　　分

区　　分

個 人 保 険

平成２２年度末

個 人 年 金 保 険

総 資 産

区　　分

資 産 運 用 収 益

保 険 金 等 支 払 金

資 産 運 用 費 用

経 常 利 益

中 間 純 利 益

個 人 年 金 保 険

9,058   

15,836  

116  

平成２２年度
第２四半期（上半期）

合 計

保 険 料 等 収 入

区　　分

187,128   

11,508  

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

前年度末比

17,450  128.6  

前年度末比

1,205,092  119.0  

114.8  

47.3  

101.1  

4,327  

前年同期比

345.3  

35.7  
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２．平成２３年度第２四半期（上半期）の一般勘定資産の運用状況

（１）運用環境

（２）運用方針

（３）運用実績の概況

平成２３年度上半期のわが国経済は、東日本大震災からの復興に向けて動き出し、震災前の水

準にまで回復する兆しも見え始めました。しかしながら、世界景気の先行きをめぐる不透明感の

拡大や、円高の進行を背景に、景気下振れへの警戒感が強まりました。 

国内株式市場については、欧州財政懸念が一時後退し、７月には日経平均株価が１０,０００円

台を回復しましたが、その後は世界景気先行き不透明感や円高の進行により、８,０００円台で

の推移となりました。国内外共に株価を上昇させる材料が乏しい状態のまま９月末を迎え、 

８,７００円台で取引を終了しました。 

長期金利については、米国金利上昇や東日本大震災の復興資金調達のための国債増発観測を背

景に、４月には１０年国債利回りが１.３％台まで上昇しました。しかし、欧州の財政問題再燃

や米国経済の回復鈍化懸念を材料に、リスク回避姿勢が一段と強まり、金利は低下基調を辿りま

した。更に、円高による国内株安や金融システム不安から、長期金利は一時１％を下回る局面も

ありましたが、上半期末は１.０％台で取引を終了しました。 

円相場については、欧州の財政問題や米国景気の減速懸念を背景に円高が継続しました。４月

から７月中旬にかけては１ドル８０円台での推移となりましたが、７月下旬には米国の連邦債務

上限問題を材料に、８０円を下回り始めました。８月には米国債の格下げや欧州財政問題の深刻

化に伴い、リスク回避の円買い圧力が高まり、戦後最高値となる７５円台に突入しました。その

後も円高基調は変わらず、上半期末は７７円台の水準となりました。 

平成２３年度上半期末の一般勘定資産（総資産）は、前年度末から１,９２６億円増加し、 

１兆２,０５０億円となりました。主な内訳は公社債の１兆１,３８６億円で、総資産構成比 

９４.５％であります。 

資産運用収益は、利息及び配当金等収入が８５億円、収益全体では９０億円となりました。

一方、資産運用費用は１１百万円となり、資産運用収支は９０億円となりました。 

含み損益（時価と帳簿価額との差損益）は、３２９億円（主な内訳は国内公社債の３２９億

円、株式の△５５百万円）となりました。 

資金の性格に鑑み、安全性を基本としつつ、長期、安定的な収益を確保できる資産構築を目指

し、国内公社債への投資を軸とした運用方針としています。 

市場動向や負債特性を考慮し、外貨建資産については投資を控えています。 

金融環境の変化に対応し、効率的運用を行うと同時に、資産の健全性向上を図ります。 
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３．資産運用の実績（一般勘定）

（１）資産の構成
（単位：百万円、％）

金　額 占　率 金　額 占　率

71,957 7.1 56,173 4.7
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -
- - - -

930,250 91.9 1,139,254 94.5
929,578 91.8 1,138,655 94.5

488 0.0 418 0.0
- - - -

公 社 債 - - - -
株 式 等 - - - -

184 0.0 181 0.0
2,877 0.3 2,872 0.2

41 0.0 40 0.0
1,221 0.1 410 0.0
6,047 0.6 6,340 0.5

△0 △0.0 △0 △0.0
1,012,396 100.0 1,205,092 100.0

- - - -

（２）資産の増減

（単位：百万円）

公 社 債

株 式 等

△15,783
-

△1
△810

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

平成２２年度末
平成２３年度

第２四半期(上半期）末

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

区　　　分

区　　　分

有 価 証 券

不 動 産

公 社 債

株 式

金 銭 の 信 託

現 預 金 ･ ｺ ー ﾙ ﾛ ー ﾝ

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 付 金

う ち 外 貨 建 資 産

合 計

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権 -

-
-

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

貸 倒 引 当 金

合 計

う ち 外 貨 建 資 産

貸 付 金

不 動 産

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

-
-

-
-
-
-

305,669
305,778

209,003
209,076

△103
       -

△70
-

       -
       -

-
-

       -

1,960
△0

192,695
-

293
0

平成２２年度
第２四半期（上半期）

41,858

平成２３年度
第２四半期（上半期）

348,985

1
△645

△4
140

△3
△5
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（３）資産運用収益
（単位：百万円）

平成２２年度
第２四半期（上半期）

平成２３年度
第２四半期（上半期）

5,284  8,526  
預 貯 金 利 息                    -                      -   
有 価 証 券 利 息 ・ 配 当 金 5,238  8,474  
貸 付 金 利 息 45  51  
不 動 産 賃 貸 料                    -                      -   
そ の 他 利 息 配 当 金                    -                      -   

                   -                      -   
                   -                      -   
                   -                      -   

39  532  
国 債 等 債 券 売 却 益 39  532  
株 式 等 売 却 益                    -   0  
外 国 証 券 売 却 益                    -                      -   
そ の 他                    -                      -   

                   -                      -   
                   -                      -   
                   -                      -   
                   -                      -   
                   -                      -   

5,323  9,058  

（４）資産運用費用
（単位：百万円）

平成２２年度
第２四半期（上半期）

平成２３年度
第２四半期（上半期）

7  7  
                   -                      -   
                   -                      -   
                   -                      -   

34  3  
国 債 等 債 券 売 却 損                    -                      -   
株 式 等 売 却 損 34  3  
外 国 証 券 売 却 損                    -                      -   
そ の 他                    -                      -   

                   -                      -   
国 債 等 債 券 評 価 損                    -                      -   
株 式 等 評 価 損                    -                      -   
外 国 証 券 評 価 損                    -                      -   
そ の 他                    -                      -   

                   -                      -   
                   -                      -   
                   -                      -   

0  0  
                   -                      -   
                   -                      -   

0                     -   
41  11  

（５）資産運用収支
（単位：百万円）

平成２２年度
第２四半期（上半期）

平成２３年度
第２四半期（上半期）

5,282  9,047  

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 益

有 価 証 券 売 却 益

有 価 証 券 償 還 益

金 融 派 生 商 品 収 益

区　　　分

利 息 及 び 配 当 金 等 収 入

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

為 替 差 益

そ の 他 運 用 収 益

合 計

区　　　分

貸 倒 引 当 金 戻 入 額

有 価 証 券 売 却 損

有 価 証 券 評 価 損

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

支 払 利 息

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売 買 目 的 有 価 証 券 運 用 損

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 付 金 償 却

賃貸用不動産等減価償却費

資 産 運 用 関 係 収 支

区　　　分

そ の 他 運 用 費 用

合 計
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（６）売買目的有価証券の評価損益

該当ありません。

（７）有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）

差益 差損 差益 差損

257,937 254,652 △ 3,284 3,293 6,577 300,024 309,450 9,426 10,081 654 

618,600 619,347 746 7,258 6,511 704,834 726,031 21,197 25,423 4,226 

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

53,197 53,713 515 940 425 132,059 134,395 2,336 2,632 295 

52,548 53,040 492 864 372 131,429 133,796 2,366 2,589 222 

493 488 △ 5 47 52 473 418 △ 55 17 72 

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

公 社 債 －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

株 式 等 －  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

156 184 28 28 －  156 181 25 25 －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

929,735 927,713 △ 2,022 11,492 13,514 1,136,917 1,169,877 32,959 38,136 5,177 

929,086 927,040 △ 2,045 11,416 13,462 1,136,288 1,169,278 32,989 38,094 5,104 

493 488 △ 5 47 52 473 418 △ 55 17 72 

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

156 184 28 28 －  156 181 25 25 －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

－  －  －  －  －  －  －  －  －  －  

（注） 本表には、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められるもの等を含んでいます。

・時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券の帳簿価額は以下のとおりです。

（単位：百万円）

（８）金銭の信託の時価情報

該当ありません。

-

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

-

-

合　　計

-

-

-

非 上 場 外 国 債 券

-

-

-非上場外国株式（店頭売買株式を除く）

-

-

-

-

-

-

-

-

-

満 期 保 有 目 的 の 債 券 -

区　　分 平成２２年度末

差損益

合 計

区　　分
平成２２年度末

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

帳簿価額 時価
差損益

帳簿価額 時価

公 社 債

株 式

外 国 証 券

そ の 他 の 証 券

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

そ の 他

満期保有目的の債券

責任準備金対応債券

子会社・関連会社株式

そ の 他 有 価 証 券

そ の 他

公 社 債

株 式

買 入 金 銭 債 権

譲 渡 性 預 金

外 国 証 券

公 社 債

株 式 等

そ の 他 の 証 券

そ の 他

-

-

非 上 場 外 国 債 券

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式

責 任 準 備 金 対 応 債 券

そ の 他 -

そ の 他 有 価 証 券

非上場国内株式（店頭売買株式を除く）
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４．中間貸借対照表
（単位：百万円）

期　別

科　目

71,957    56,173    
930,250    1,139,254    

（ 504,563    ） （ 599,611    ）

（ 206,082    ） （ 255,805    ）

（ 218,932    ） （ 283,237    ）

（ 488    ） （ 418    ）

2,877    2,872    
2,877    2,872    

87    83    
1,937    1,899    

4    3    
4    45    

4,054    4,348    
1,221    410    
 △  0     △  0    

1,012,396    1,205,092    

985,990    1,161,068    
1,739    1,724    

983,596    1,158,792    

654    551    

1,685    1,394    
14    32    

4,021    8,498    
884    539    

1,045    933    

2    2    

2,088    7,022    

8    12    
433    547    
433    547    

992,152    1,171,552    

15,000    20,499    
5,000    10,499    
5,000    10,499    

 △  84    1,049    
 △  84    1,049    

繰 越 利 益 剰 余 金  △  84    1,049    

19,915    32,049    
328    1,490    
328    1,490    

20,243    33,539    
1,012,396    1,205,092    

純 資 産 の 部 合 計
負債及び純資産の部合計

そ の 他 利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金
評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

利 益 剰 余 金

リ ー ス 債 務

退 職 給 付 引 当 金

価 格 変 動 準 備 金

特 別 法 上 の 準 備 金

資 産 除 去 債 務

代 理 店 借

未 払 法 人 税 等

代 理 店 貸
再 保 険 貸

無 形 固 定 資 産

貸 付 金
保 険 約 款 貸 付

有 形 固 定 資 産

金額 金額

（資産の部）

平成２２年度末
要約貸借対照表

平成２３年度
中間会計期間末

（平成２３年３月３１日現在） （平成２３年９月３０日現在）

（負債の部）
保 険 契 約 準 備 金

そ の 他 資 産

資 産 の 部 合 計

繰 延 税 金 資 産
貸 倒 引 当 金

支 払 備 金

（純資産の部）
負 債 の 部 合 計

責 任 準 備 金

そ の 他 の 負 債

再 保 険 借
そ の 他 負 債

契 約 者 配 当 準 備 金

現 金 及 び 預 貯 金

（ う ち 株 式 ）

有 価 証 券

（ う ち 社 債 ）

（ う ち 国 債 ）

（ う ち 地 方 債 ）
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５．中間損益計算書
（単位：百万円）

科　目

356,945    196,319    

351,562    187,128    

（ 351,472    ） （ 186,998    ）

5,323    9,058    

（ 5,284    ） （ 8,526    ）

（ 39    ） （ 532    ）

58    132    

355,746    194,162    

6,208    10,722    

（ 1,008    ） （ 1,093    ）

（ 65    ） （ 78    ）

（ 1,331    ） （ 2,723    ）

（ 3,593    ） （ 6,574    ）

（ 107    ） （ 159    ）

334,483    175,195    

334,482    175,195    

0    0    

41    11    

（ 7    ） （ 7    ）

（ 34    ） （ 3    ）

13,661    7,003    

1,350    1,229    

1,199    2,156    

78    114    

                －  0    

78    114    

78    114    

0                    －  

185    216    

935    1,825    

529    539    

 △  223    151    

305    691    

629    1,134    

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

中 間 純 利 益

価 格 変 動 準 備 金 繰 入 額

そ の 他 特 別 損 失

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額

税 引 前 中 間 純 利 益

特 別 損 失

固 定 資 産 等 処 分 損

特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

経 常 利 益

そ の 他 経 常 費 用

事 業 費

契 約 者 配 当 金 積 立 利 息 繰 入 額

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ）

資 産 運 用 費 用

（ う ち 支 払 利 息 ）

（ う ち 給 付 金 ）

（ う ち 解 約 返 戻 金 ）

（ う ち そ の 他 返 戻 金 ）

（ う ち 保 険 料 ）

資 産 運 用 収 益

（ う ち 利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 ）

そ の 他 経 常 収 益

金額 金額

経 常 収 益

保 険 料 等 収 入

期　別

平成２３年度
中間会計期間

平成２３年４月　１日から

平成２３年９月３０日まで

平成２２年度
中間会計期間

平成２２年９月３０日まで

平成２２年４月　１日から

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ）

（ う ち 保 険 金 ）

（ う ち 年 金 ）

経 常 費 用

保 険 金 等 支 払 金
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６．中間株主資本等変動計算書
（単位：百万円）

平成２２年度
中間会計期間

平成２３年度
中間会計期間

平成２２年４月　１日から 平成２３年４月　１日から

平成２２年９月３０日まで 平成２３年９月３０日まで

金額 金額

資本金

当期首残高 15,000    15,000    

当中間期変動額

新株の発行 －    5,499    

当中間期変動額合計 －    5,499    

当中間期末残高 15,000    20,499    

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 5,000    5,000    

当中間期変動額

新株の発行 －    5,499    

当中間期変動額合計 －    5,499    

当中間期末残高 5,000    10,499    

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金

当期首残高  △  1,443     △  84    

当中間期変動額

中間純利益 629    1,134    

当中間期変動額合計 629    1,134    

当中間期末残高  △  814    1,049    

株主資本合計

当期首残高 18,556    19,915    

当中間期変動額

新株の発行 －    10,999    

中間純利益 629    1,134    

当中間期変動額合計 629    12,134    

当中間期末残高 19,185    32,049    

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 40    328    

当中間期変動額

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 1,530    1,161    

当中間期変動額合計 1,530    1,161    

当中間期末残高 1,571    1,490    

純資産合計

当期首残高 18,597    20,243    

当中間期変動額

新株の発行 －    10,999    

中間純利益 629    1,134    

株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 1,530    1,161    

当中間期変動額合計 2,160    13,295    

当中間期末残高 20,757    33,539    

科　目

期　別

株主資本
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注 記 事 項

（中間貸借対照表関係）

平成２３年度中間会計期間末

１． 会計方針に関する事項 

(1)有価証券の評価基準及び評価方法 

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、

「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（平成

12 年 11 月 16 日 日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 21 号）に基づく責任準備金対

応債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のある

ものについては９月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は移動平均法）、時価

を把握することが極めて困難と認められるものについては取得差額が金利調整差額と認めら

れる公社債（外国債券を含む）については移動平均法による償却原価法（定額法）、それ以外

の有価証券については移動平均法による原価法によっております。なお、その他有価証券の評

価差額については、全部純資産直入法により処理しております。 

 

(2)有形固定資産の減価償却の方法 

有形固定資産の減価償却の方法は、それぞれ次の方法により年間見積額を期間により按分し計

上しております。なお、リース資産の残高はありません。 

・建物 

定額法によっております。 

・建物以外 

①平成19年3月31日以前に取得したもの 

旧定率法によっております。 

②平成19年4月1日以降に取得したもの 

定率法によっております。 

なお、有形固定資産のうち取得価額が１０万円以上２０万円未満のものについては、３年間で

均等償却を行っております。 

 

(3)無形固定資産の減価償却の方法 

無形固定資産の減価償却の方法は、次の方法によっております。 

    ①ソフトウェア 

利用可能期間に基づく定額法によっております。 

②リース資産 

リース期間に基づく定額法によっております。 

 

(4)引当金の計上方法 

①貸倒引当金 

貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、個別に債務者の支払能力

を総合的に判断し必要と認める額を計上しております。すべての債権は、資産の自己査定基

準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資産監査部署が査定結果

を監査しており、その査定結果に基づいて引当を行っております。 

  

②退職給付引当金 

退職給付引当金は、従業員の退職給付に備えるため、退職給付に係る会計基準（「退職給付

に係る会計基準の設定に関する意見書」平成 10年 6 月 16 日企業会計審議会）に基づき、自

己都合退職による期末要支給額を退職給付債務として計上しております。 

 

(5)価格変動準備金の計上方法 

価格変動準備金は、保険業法第１１５条の規定に準じて算出した額を計上しております。 

 

(6)消費税等の会計処理方法 

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、資産に係る控除対

象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に計上し５年間で均等
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（中間貸借対照表関係）

平成２３年度中間会計期間末

償却し、繰延消費税等以外のものについては、当中間期に費用処理しております。 

 

(7)責任準備金の積立方法 

責任準備金は、保険業法第１１６条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次

の方式により計算しています。 

①標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式（平成 8年大蔵省告示第 48

号） 

②標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式  

 

(8)責任準備金対応債券 

個人保険・個人年金保険に設定した小区分（保険種類・資産運用方針等により設定）に対応し

た債券のうち、負債に応じたデュレーションのコントロールを図る目的で保有するものについ

て、「保険業における「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」（平

成 12年 11 月 16 日 日本公認会計士協会業種別監査委員会報告第 21号）に基づき責任準備金

対応債券に区分しております。 

 

２． 会計上の変更、過去の誤謬の訂正 

 

当中間会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変

更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第 24 号 平成 21 年 12 月 4 日）及び「会

計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平

成 21年 12 月 4日）を適用しております。 

 

(1)当中間会計期間より、保険業法施行規則の改正に伴い、以下のとおり表示方法を変更しており

ます。 

    ・株主資本等変動計算書において、従来、前期末残高と表示していたものを、当期首残高とし

て表示しております。 

      

(2)当社における事業費に係る消費税及び地方消費税の処理は、従来、税込方式によっておりまし

たが、新会計システムの導入を機に親会社との会計処理の統一を図るため、当中間会計期間か

ら税抜方式へ変更しました。 

当該会計方針の変更は遡及適用されておりますが、当中間会計期間の期首の純資産額への影響

はありません。 

 

３． 主な金融資産及び金融負債にかかる貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次

の通りであります。 

（単位：百万円）

  貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

預貯金 ５６，１７３ ５６，１７３ ―

 有価証券として取扱わない預貯金 ５６，１７３ ５６，１７３ ―

有価証券 １，１３９，２５４ １，１６９，８７７ ３０，６２３

 満期保有目的の債券 

責任準備金対応債券 

その他有価証券 

３００，０２４

７０４，８３４

１３４，３９５

３０９，４５０ 

７２６，０３１ 

１３４，３９５ 

９，４２６

２１，１９７

―

貸付金 ２，８７２ ２，８７２ ―

 保険約款貸付 ２，８７２ ２，８７２ ―

(1)預貯金（「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10 号）に基づく有価証券として取り

扱うものを除く） 

預貯金はすべて短期であるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によ

っております。 

 

(2)有価証券（預貯金のうち「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第 10号）に基づく有価

証券として取扱うものを含む） 
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（中間貸借対照表関係）

平成２３年度中間会計期間末

      ・市場価格のある有価証券 

       ９月末日の市場価格等によっております。 

     ・市場価格のない有価証券 

       主に情報ベンダー、取引先金融機関から提示された価格等、合理的に算定された価格に

よっております。 

 

(3)貸付金 

保険約款貸付は、当該貸付を解約返戻金の範囲内に限るなどの特性により返済期限を設けてお

らず、返済見込み期間及び金利条件等から、時価は帳簿価額と近似しているものと想定される

ため、帳簿価額を時価としております。 

 

４． 貸付金のうち、破綻先債権額は０百万円、貸付条件緩和債権額は１８百万円で、その合計額は

１９百万円であります。なお、延滞債権額及び３ヵ月以上延滞債権額はありません。 

破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により

元本又は利息の取立て又は弁済の見込がないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（貸

倒償却を行った部分を除く。）のうち、法人税法施行令（昭和 40 年政令第 97 号）第 96 条第 1

項第3号のイからホまでに掲げる事由又は同項第4号に規定する事由が生じている貸付金であ

ります。 

貸付条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利

息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他債務者に有利となる取決めを行ったもので、

破綻先債権、延滞債権及び 3 ヵ月以上延滞債権に該当しない貸付金であります。 

 

５． 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。 

イ．当期首現在高           ６５４百万円 

ロ．当中間期契約者配当金支払額     ３１９百万円 

ハ．利息による増加等            ０百万円 

ニ．契約者配当準備金繰入額      ２１６百万円 

ホ．当中間期末現在高          ５５１百万円 

 

６．保険業法施行規則第７３条第３項において準用する同規則第７１条第１項に規定する再保険を

付した部分に相当する支払備金（以下「出再支払備金」という。）の金額は１５百万円であり、

同規則第７１条第１項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任

準備金」という。）の金額は２３百万円であります。 

     

７．保険業法第２５９条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社

の今後の負担見積額は１，０２３百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業

費として処理しております。 
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注 記 事 項

（中間損益計算書関係）

平成２３年度中間会計期間

１．有価証券売却益の主な内訳は、国債等債券５３２百万円、株式等０百万円であります。 

２．有価証券売却損の主な内訳は、株式等３百万円であります。 

３．支払備金戻入額の計算上、足し上げられた出再支払備金繰入額の金額は１５百万円、責任準備

金繰入額の計算上、足し上げられた出再責任準備金戻入額の金額は０百万円であります。 

４．利息及び配当金等収入の内訳は、以下のとおりであります。 

   有価証券利息・配当金  ８，４７４百万円 

   貸 付 金 利 息     ５１百万円 

        計       ８，５２６百万円 

５．１株当たりの中間純利益は２，２３４円１５銭であります。 

注．当社における事業費に係る消費税及び地方消費税の処理は、従来、税込方式によっておりましたが、

新会計システムの導入を機に親会社との会計処理の統一を図るため、当中間会計期間から税抜方式

へ変更しました。当該会計方針の変更は遡及適用され、前中間会計期間については遡及適用後の財

務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前中間会計期間の損益計算書は、事業費が６１１百万円減

少し、税金が６１１百万円増加しております。なお、これによる経常利益及び税引前中間純利益へ

の影響はありません。 
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注 記 事 項

（中間株主資本等変動計算書関係）
平成２３年度中間会計期間

発行済株式の種類及び総数に関する事項 
(単位：千株)

 当期首 

株式数 

当中間期  

増加株式数 

当中間期 

減少株式数 

当中間期末 

株式数 

発行済株式     

普通株式 ４００ １５２ － ５５２

合計 ４００ １５２ － ５５２

 （注）普通株式の発行済株式総数の増加 152 千株は、第三者割当による新株の発行によ

る増加であります。 
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７．経常利益等の明細（基礎利益）
（単位：百万円）

1,274    1,697    

39    532    

金銭の信託運用益  - 　  - 　 

売買目的有価証券運用益  - 　  - 　 

有価証券売却益 39    532    

金融派生商品収益  - 　  - 　 

為替差益  - 　  - 　 

その他キャピタル収益  - 　  - 　 

34    3    

金銭の信託運用損  - 　  - 　 

売買目的有価証券運用損  - 　  - 　 

有価証券売却損 34    3    

有価証券評価損  - 　  - 　 

金融派生商品費用  - 　  - 　 

為替差損  - 　  - 　 

その他キャピタル費用  - 　  - 　 

5    528    

1,280    2,225    

 - 　  - 　 

再保険収入  - 　  - 　 

危険準備金戻入額  - 　  - 　 

個別貸倒引当金戻入額  - 　  - 　 
その他臨時収益  - 　  - 　 

80    68    

再保険料  - 　  - 　 

危険準備金繰入額 80    68    

個別貸倒引当金繰入額 0    0    

特定海外債権引当勘定繰入額  - 　  - 　 

貸付金償却  - 　  - 　 
その他臨時費用  - 　  - 　 

 △  80     △  68    

1,199    2,156    

〈参考〉基礎利益の内訳（三利源）

1,274    1,697   

① 費差損益  △  349     △  3    

② 危険差損益 993    710    

③ 利差損益 630    990   

(注) １．「費差損益」は想定した事業費と実際に支出した事業費等の額との差から生じる利益(△は損)です。
２．「危険差損益」は想定した保険金・給付金と実際に発生した支払額との差から生じる利益(△は損)です。
３．「利差損益」は想定した運用収益と実際の運用収益との差から生じる利益(△は逆ざや)です。
　　

キャピタル費用

キャピタル損益　　　 　　　       　　 Ｂ

基礎利益　　　　        　　　　　　　　Ａ

キャピタル収益

キャピタル損益含み基礎利益 Ａ＋Ｂ

臨時費用

平成２２年度
第２四半期（上半期）

平成２２年度
第２四半期（上半期）

平成２３年度
第２四半期（上半期）

平成２３年度
第２四半期（上半期）

臨時損益　　　            　　　　 　  Ｃ

経常利益　　      　　　　  Ａ＋Ｂ＋Ｃ

区　　　　分

基礎利益（①＋②＋③）

臨時収益
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８．債務者区分による債権の状況
（単位：百万円、％）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 0 0

危険債権 - -

要管理債権 1 18

2 19

（ 0.08 ） （ 0.66 ）

2,912 2,891

2,915 2,910

（注） １．破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始の申立て
　　等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
２．危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に
　　従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
３．要管理債権とは、３カ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、３カ月以上延滞貸付金とは、
　　元本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から３カ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権
　　を除く。）、条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の
　　支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に
　　掲げる債権並びに３カ月以上延滞貸付金を除く。）です。
４．正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権
　　以外のものに区分される債権です。

９．リスク管理債権の状況
（単位：百万円、％）

0 0

- -

- -

1 18

合計 2 19

（ 0.08 ） （ 0.66 ）

（注） １．破綻先債権とは、元本又は利息の支払の遅延が相当期間継続していることその他の事由により元本又は利息
　　の取立て又は弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸付金（未収利息不計上貸付金）の
　　うち、会社更生法、民事再生法、破産法、会社法等による手続き申立てにより法的倒産となった債務者、又は
　　手形交換所の取引停止処分を受けた債務者、あるいは、海外の法律により上記に準ずる法律上の手続き申
　　立てがあった債務者に対する貸付金です。
２．延滞債権とは、未収利息不計上貸付金であって、上記破綻先債権及び債務者の経営再建又は支援を図る
　　ことを目的として利息の支払を猶予したもの以外の貸付金です。
３．３カ月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から３カ月以上遅延しているもので、破綻
　　先債権、延滞債権に該当しない貸付金です。
４．貸付条件緩和債権とは債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、
　　元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行ったもので、破綻先債権、延滞債権及び
　　３カ月以上延滞債権に該当しない貸付金です。

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

平成２３年度
第２四半期（上半期）末

区　　　分 平成２２年度末

平成２２年度末

合　　　　計

区　　　分

小　　　　計

（対合計比）

正常債権

貸付条件緩和債権額

（貸付残高に対する比率）

破綻先債権額

延滞債権額

３ヵ月以上延滞債権額
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１０．ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

19,915    32,037    

433    547    

1,218    1,287    

0    0    

463    2,102    

－    －    

2,571    2,390    

－    －    

－    －    

270    866    

保険リスク相当額 Ｒ1 609    614    

第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 123    119    

予定利率リスク相当額 Ｒ2 171    194    

資産運用リスク相当額 Ｒ3 6,759    8,141    

経営管理リスク相当額 Ｒ4 229    181    

低保証リスク相当額 Ｒ7 －    －    

（注）

〈参考〉実質資産負債差額 （単位：百万円）

（１） 1,009,859    1,235,715    

（２） 987,701    1,166,438    

実質資産負債差額　Ａ　　　                        　　　　 　　 （１）－（２）＝ （３） 22,158    69,276    

（４）  △  2,537    30,623    

（３）－（４）＝ （５） 24,695    38,653    

（注） 「実質資産負債差額Ａ」は実質資産負債差額の算出方法を定めた「保険業法第１３２条第２項に規定
する区分等を定める命令」第３条及び「平成１１年金融監督庁・大蔵省告示第２号」に基づき算出
しています。「実質資産負債差額Ｂ」は「実質資産負債差額Ａ」から満期保有目的の債券及び責任準
備金対応債券の時価評価額と帳簿価額の差額を控除したものであり、上記の規定に加えて「保険
会社向けの総合的な監督指針」Ⅱ-２-２-６に基づき算出しています。

負債の部に計上されるべき金額の合計額を基礎として計算した金額

満期保有目的の債券・責任準備金対応債券の含み損益

実質資産負債差額　Ｂ　　                         　　　　　　 　

項　　　目 平成２２年度末
平成２３年度

第２四半期（上半期）末

資産の部に計上されるべき金額の合計額

上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条、平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。

7,199    8,549    

ソルベンシー・マージン比率

690.9%    917.7%    　　　　　                （Ａ）
　　           　（１／２）×（Ｂ）

控除項目

その他

リスクの合計額 （Ｂ）

その他有価証券の評価差額×９０％（マイナスの場合１００％）

土地の含み損益×８５％（マイナスの場合１００％）

全期チルメル式責任準備金相当額超過額

負債性資本調達手段等

資本金等

価格変動準備金

危険準備金

一般貸倒引当金

項　　　目 平成２２年度末
平成２３年度

第２四半期（上半期）末

ソルベンシー・マージン総額 （Ａ） 24,872    39,232    

4
2

732
2

81 )()( RRRRRR 

×１００
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（参考）新基準によるソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円）

19,915    32,037    

433    547    

1,218    1,287    

0    0    

463    2,102    

－    －    

2,571    2,390    

－    －    

－    －    

－    －    

42    638    

保険リスク相当額 Ｒ1 609    614    

第三分野保険の保険リスク相当額 Ｒ8 123    119    

予定利率リスク相当額 Ｒ2 310    334    

資産運用リスク相当額 Ｒ3 9,258    11,954    

経営管理リスク相当額 Ｒ4 309    260    

低保証リスク相当額 Ｒ7 －    －    

（注）

１１．特別勘定の状況

該当ありません。

１２．保険会社及びその子会社等の状況

該当ありません。

＜参考＞証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況

該当ありません。

資本金等

価格変動準備金

項　　　目 平成２２年度末
平成２３年度

第２四半期（上半期）末

ソルベンシー・マージン総額 （Ａ） 24,644    39,003    

危険準備金

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額×９０％（マイナスの場合１００％）

土地の含み損益×８５％（マイナスの場合１００％）

全期チルメル式責任準備金相当額超過額

負債性資本調達手段等

控除項目

その他

全期チルメル式責任準備金相当額超過額及び負債性資本調達
手段等のうち、マージンに算入されない額

リスクの合計額 （Ｂ）

平成２２年内閣府令第２３号、平成２２年金融庁告示第４８号により、ソルベンシー･マージン総額及びリスクの合計
額の算出基準について一部変更（マージン算入の厳格化、リスク計測の厳格化・精緻化等）がなされております。
当該変更は平成２３年度末から適用されます。上記は、仮に当該変更を平成２２年度末及び平成２３年度第２四半
期（上半期）末に適用したと仮定した場合の数値です。

9,905    12,571    

ソルベンシー・マージン比率

497.5%    620.5%    　　　　　                （Ａ）
　　           　（１／２）×（Ｂ）

4
2

732
2

81 )()( RRRRRR 

×１００
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